
 

第２号様式 

令和３年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 市民生活部 市民スポーツ課 

施 設 名 南山多目的ふれあい広場南山屋外運動場 

指 定 管理 者 名 一般財団法人 三沢市自治振興公社 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 ４，５５３人 ３，５０２人 

昨年度に比べ営業日数が増えたこ

とに加え、大会等が開催されたこと

によるもの 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 ９，５７４ 人件費 ５，９４６ 

利用料金 ９２ 福利厚生費 ０ 

夜間照明料 ８２ 施設管理費 ３，１５９ 

自主事業収入 ０ 租税公課 １，０３４ 

自動販売機売上歩合収入 １６ その他 ７１ 

雑収入 １０１ ― ― 

合計（①） ９，８６５ 合計（②） １０，２１０ 

  収支差額（①－②） ▲３４５ 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

昨年度に比べ営業日数が増えたことで利用人数では１，０５１名、利用料金収入で

は７４，８６５円の増となった。 

収支状況については、経費の節減に努めたが３４６千円のマイナスとなった。 

施設担当課 

管理業務については、協定書等に基づき適切に実施されている。 

利用者については、計画していた自主事業が新型コロナウィルス感染拡大防止の

休館により実施できなかったが、自主事業のメニューや種目数を増やすなど利用者

増加に向けて、更に計画していただきたい。 

なお、グラウンド整備や周辺の草刈り等、利用しやすい環境づくりに努めているの

で、今後も継続していただきたい。 

 

 



 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 



 

第２号様式 

令和３年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 市民生活部 市民スポーツ課 

施 設 名 南山多目的ふれあい広場三沢アイスアリーナ 

指 定 管理 者 名 一般財団法人 三沢市自治振興公社 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和４年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 ２８，４５５人 ３３，８０６人 

新型コロナウイルス感染防止対策

による臨時休館、利用制限及び利

用団体の活動自粛によるもの 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 ８０，４４５ 人件費 ２９，６９０ 

利用料金 ９，７７１ 福利厚生費 ２，６９４ 

自主事業収入 ２，１８６ 施設管理費 ６０，７２４ 

自動販売機売上歩合収入 ３５７ 租税公課 ２，７９１ 

雑収入 ４６０ その他 １，０９０ 

合計（①） ９３，２１９ 合計（②） ９６，９８９ 

  収支差額（①－②） ▲３，７７0 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

 新型コロナウイルス感染予防のための臨時休館、利用制限及び利用団体の活動自

粛により、前年度に比べ利用人数では５，３５１名、利用料金では２，３６４，０１０円の

減少となった。 

利用人数及び料金の主な減少要因としては、８月の大学・高校の部活動によるリン

ク合宿の中止等、各団体の利用自粛及びスケートシーズン中の冬期間に臨時休館と

なったため、市内外小学校等の学校体育でのスケート教室が中止されたことによるも

のである。 

収支状況については経費の節減に努めたが、燃料費の高騰等が影響し３，７７１千

円の減収となった。 

施設担当課 

管理業務については、協定書等に基づき適切に実施されており、経費節減にも努

めている。 

また、老朽化に伴い機器の不具合等が生じるが、適切に報告を行い、リンクの営業

に支障がないよう補修等に努め、館内外の環境整備等を定期的に行うことで、良好な

利用環境の維持に努めている。 

新型コロナウィルス感染予防のためシーズン中に休館が続いたことにより利用者

は減少しているが、自主事業も積極的に行っているので、今後も利用促進に努めて

いただきたい。 



 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ｓ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ｓ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 



 

第２号様式 

令和３年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 市民生活部 市民スポーツ課 

施 設 名 南山多目的ふれあい広場南山テニスコート 

指 定 管理 者 名 一般財団法人 三沢市自治振興公社 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 ３６，４２０人 ３２，６４１人 

昨年度に比べ営業日数は減少して

いるが、大会等が開催されたことに

より増加した 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 ５，７３６ 人件費 ５，６４５ 

利用料金 １，４６６ 福利厚生費 ０ 

夜間照明料 １４７ 施設管理費 ２，５２７ 

自主事業収入 ０ 租税公課 ５２３ 

自動販売機売上歩合収入 ８５ その他 １６ 

雑収入 １４８ ― ― 

合計（①） ７，５８２ 合計（②） ８，７１１ 

  収支差額（①－②） ▲１，１２９ 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

 昨年度に比べ、利用人数では３，７７９名、利用料金では１０１，２６５円の増額となっ

た。主な要因としては新型コロナウイルス感染防止対策による休館、利用制限等は

多少影響したものの、大会等が開催されたことによるものである。 

コートの部分補修やネットの更新は計画的に実施されているが、施設の老朽化に

よるコートの損傷やネットの破損が頻繁に発生するため、随時、剥離した箇所や破れ

た箇所を職員が補修し、利用に支障をきたさないように努めた。 

施設担当課 

管理業務については、協定書等に基づき適切に実施されている。 

 また、老朽化に伴いコート内外の不具合等が生じるが、定期的に簡易な補修を行

い、またクラブハウスやコート外の環境整備も行われ、利用しやすい環境づくりに努

めている。 

 施設の用途が限られるが、利用者増加のために自主事業の充実も検討していただ

きたい。 

 



 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ｓ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 



 

第２号様式 

令和３年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 市民生活部 市民スポーツ課 

施 設 名 三沢市民運動広場 

指 定 管理 者 名 一般財団法人 三沢市自治振興公社 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 ６，４１７人 ６，０７１人 

昨年度に比べ営業日数は減少した

が、大会等が開催されたことにより

増となった 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 ９，１９８ 人件費 ５，６９７ 

利用料金 ２５７ 福利厚生費 ０ 

夜間照明料 ２１３ 施設管理費 ４，３２７ 

自動販売機売上歩合収入 ６３ 租税公課 ７４７ 

雑収入 ４７８ その他 ２７ 

合計（①） １０，２０９ 合計（②） １０，７９８ 

  収支差額（①－②） ▲５８９ 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

昨年度に比べ営業日数は減少したが、大会等が開催されたことで利用人数では３

４６名、利用料金収入では３６，０８２円の増となった。 

収支状況については、経費の節減に努めたが５９０千円のマイナスとなった。 

施設担当課 

管理業務については、協定書等に基づき適切に実施されている。 

施設については、グラウンドを始め球場内整備や周辺の草刈り等を定期的に行い

利用者アンケートでも施設管理が行き届いているといった意見が多かったため、今後

も、利用しやすい環境づくりをしていただきたい。 

 



 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


